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〈書評〉長澤昌幸著『一遍仏教と時宗教団』

〈
書　

評
〉　

長
澤
昌
幸
著
『
一
遍
仏
教
と
時
宗
教
団
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
）

古

賀

克

彦

時
宗
宗
学
林
学
頭
（
当
時
。
二
〇
二
〇
年
十
月
現
在
、
大
正
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
専
任
講
師
）・
長
澤
昌
幸
著
『
一
遍
仏

教
と
時
宗
教
団
』（
以
下
、
本
書
と
略
す
）
が
、
老
舗
版
元
の
法
藏
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
七
年
十
一
月
で
あ
る
。
同

書
肆
は
時
宗
の
専
門
書
を
上
梓
す
る
数
少
な
い
出
版
社
の
一
だ
が
、
宗
門
人
に
限
れ
ば
、
同
じ
く
学
頭
で
あ
っ
た
歴
史
学
者
・
橘

俊
道
著
『
時
宗
史
論
考
』
の
一
九
七
五
年
以
来
、
四
十
二
年
振
り
の
出
版
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
川
村
覚
昭
に
よ
る
書
評（

（
（

が
あ
り
、
ま
た
、『
月
刊
住
職
』
二
〇
一
八
年
正
月
号
（
興
山
舎
）
の
新
刊
レ
ヴ
ュ
ー
や

『
浄
土
学
』
五
五
輯
（
浄
土
学
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
と
同
じ
版
元
か
ら
、
長
谷
川

匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
・
時
宗
檀
林
史
の
研
究
』（
以
下
、
長
谷
川
著
作
と
略
す
）
が
二
〇
二
〇
年
四
月
に
発
刊
さ
れ
、
本
書
に

も
言
及
し
て
い
る
。

近
年
、
一
遍
や
時
衆
・
時
宗
教
団
に
つ
い
て
、
歴
史
学
者
か
ら
の
視
点
で
書
か
れ
た
本
は
一
定
数
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
教
学

を
前
面
に
押
し
出
し
た
書
物
は
稀
少
で
あ
る
。
以
下
に
主
要
目
次
を
掲
げ
、
本
書
刊
行
の
意
義
を
概
観
し
た
い
。

序　

章　

本
書
の
目
的
と
構
成

第
一
章　

一
遍
教
学
の
形
成

　

第
一
節　

證
空
教
学
か
ら
一
遍
教
学
へ
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第
二
節　

一
向
俊
聖
の
念
仏
思
想

　

第
三
節　

一
遍
教
学
に
お
け
る
「
こ
の
と
き
」
攷

　

第
四
節　

時
宗
宗
学
に
お
け
る
念
仏
往
生
観

　

第
五
節　

門
流
に
よ
る
一
遍
呼
称
の
変
遷

　

第
六
節　

一
遍
教
学
と
そ
の
展
開

　

第
七
節　

誓
願
寺
所
蔵　

伝
一
遍
著
作
に
関
す
る
一
試
論

第
二
章　

時
宗
宗
学
の
基
底

　

第
一
節　

時
宗
宗
学
に
関
す
る
一
試
論

　

第
二
節　

明
治
期
時
宗
教
団
の
子
弟
教
育

　

第
三
節　

時
宗
宗
学
に
お
け
る
仏
説

　

第
四
節　

一
遍
の
偈
頌

第
三
章　

時
宗
宗
学
と
儀
礼
の
接
点

　

第
一
節　

臨
終
の
儀
礼
と
遊
行
寺
歳
末
別
時
念
仏
会

　

第
二
節　

時
衆
教
団
に
お
け
る
入
門
儀
礼
考

　

第
三
節　

時
衆
教
団
と
密
教
修
法

　

第
四
節　

近
世
時
宗
教
団
に
お
け
る
伝
法
成
立

史
料
翻
刻　

誓
願
寺
所
蔵
『
西
山
上
人
所
持
』

結　

章　

総
括
と
今
後
の
課
題

以
上
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
ま
ず
一
遍
の
思
想
形
成
を
思
想
背
景
か
ら
探
り
、
一
遍
が
臨
終
に
際
し
て
著
作
や
法
語
類
を
焼
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却
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
中
で
宗
学
が
形
成
さ
れ
て
き
た
実
情
を
ふ
ま
え
、
中
世
か
ら
近
世
・
近
代
に
お
け
る
歴
史

的
な
展
開
を
概
観
し
、
時
宗
宗
学
と
儀
礼
が
、
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
本
書
序
章
）。
特
に
、

従
来
余
り
考
察
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
近
世
・
近
代
の
「
時
宗
教
団
」
の
様
相
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、

目
次
の
中
で
「
時
衆
」
と
「
時
宗
」
が
混
在
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
中
世
は
「
時
衆
」、
近
世
以
降
は
「
時
宗
」
と
使
い
分
け

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
以
下
に
本
書
の
内
容
を
見
て
い
こ
う
。

「
時
宗
」
と
言
っ
て
も
宗
祖
は
一
遍
だ
け
で
は
な
い
。
第
一
章
の
早
く
も
第
二
節
に
一
向
俊
聖
を
取
り
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、

広
く
目
配
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
證
空
や
西
山
派
寺
院
所
蔵
史
料
を
分
析
し
て
い
る
。
嘗
て
、
梅
谷
繁
樹
著
『
捨

聖
・
一
遍
上
人
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
際
、
新
書
版
で
あ
り
な
が
ら
難
解
な
西
山
教
学
へ
の
言
及
が
多
い

こ
と
に
驚
い
た
が
、
本
書
も
西
山
義
へ
の
目
配
せ
も
忘
れ
て
い
な
い
。
第
一
章
第
一
節
の
表
題
に
表
れ
て
い
る
が
、
一
遍
の
著
作

が
遺
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
一
遍
が
学
ん
で
き
た
教
義
で
あ
る
證
空
教
学
を
ま
ず
原
点
に
す
べ
き
で
あ
る
。
前
掲
の
川
村
覚
昭
書

評
で
は
、
一
遍
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
準
え
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
プ
ラ
ト
ン
は
遊
行
を
継
承
し
た
他
阿
弥
陀
仏
（
真
教
）
に
比
定

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
恰
も
、
孔
子
に
著
作
が
な
い
た
め
、
言
行
録
た
る
『
論
語
』
よ
り
も
孔
子
の
学
ん
だ
六り
く

経け
い

を
重
ん
じ
た

荻
生
徂
徠
に
倣
う
か
の
如
く
、
著
者
は
一
遍
思
想
の
源
流
を
辿
っ
て
い
る
。
本
書
の
特
長
は
、
一
遍
・
一
向
の
思
想
を
遡
行
し
つ

つ
、
後
代
へ
の
影
響
に
つ
い
て
視
野
を
広
く
と
り
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

第
一
章
第
五
節
は
、
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。
宗
祖
を
何
と
称
す
る
か
、
と
は
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
語
ら
れ
て

来
な
か
っ
た
主
題
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
史
料
博
捜
に
感
嘆
す
る
。

第
三
章
第
三
節
で
は
、
浄
土
教
と
密
教
と
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
も
う
少
し
教
理
面
を
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。
儀
式
面
で
の
実
際
と
し
て
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
中
原
師
守
の
日
記
で
あ
る
『
師
守
記
』
を
採
り
上
げ
て
い
る
が
、

代
々
外
記
職
を
世
襲
す
る
中
原
氏
で
は
、
室
町
中
期
に
は
日
記
『
康
富
記
』
で
知
ら
れ
る
中
原
康
富
が
出
て
お
り
、
嫡
流
後
裔
で
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あ
る
押
小
路
家
に
関
す
る
論
稿
も
あ
る（

（
（

。

さ
て
、
当
方
最
大
の
関
心
は
、「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
時
宗
教
団
の
寺
門
教
育
」
で
あ
る（

（
（

。
第
二
章
第
一
節
と
第
二
章
第
二

節
で
、
特
に
後
者
は
「
書
き
下
ろ
し
」
で
あ
り
、
本
書
の
眼
目
で
あ
る
。
第
三
章
第
四
節
に
も
近
世
学
寮
の
記
述
が
あ
る
。

ま
ず
、
第
二
章
第
一
節
で
は
、
末
尾
に
付
録
と
し
て
横
組
み
の
表
「
席
講
典
籍
一
覧
」
が
載
っ
て
い
る
。
初
出
時
に
は
縦
組
み

で
あ
っ
た
。
横
組
み
の
方
が
遥
か
に
見
や
す
い
。
更
に
初
出
で
は
五
十
四
名
、
今
回
は
五
十
五
名
で
あ
る
。
異
同
を
見
る
と
三
十

九
番
に
「
寂
元
」
な
る
者
が
追
加
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
出
版
し
た
価
値
が
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
全
て
の
項
目
に

西
暦
も
併
記
し
て
貰
い
た
か
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
何
年
か
か
っ
て
出
世
す
る
の
か
を
判
別
す
る
為
で
あ
る
。

続
く
第
二
章
第
二
節
に
は
、
長
谷
川
著
作
の
付
録
と
同
じ
「
学
寮
条
目
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
章
第
四
節
に
も
一
部

が
引
用
さ
れ
重
複
し
て
い
る
。
資
料
は
長
谷
川
著
作
の
よ
う
に
、
巻
末
に
纏
め
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
時
宗
宗
典

編
集
委
員
会[

編
集]

『
定
本
時
宗
宗
典
』（
時
宗
宗
務
所
、
一
九
七
九
年
）
を
典
拠
と
す
る
が
、
誤
植
が
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り

（
例
え
ば
「
脉
」
を
「
賑
」
と
す
る
）、
改
行
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
や
脱
字
、
衍
字
が
散
見
さ
れ
惜
し
ま
れ
る
。
同
史
料
に
つ
い
て

は
、
第
三
章
第
二
節
の
註
で
引
用
し
て
い
る
高
野
修
「
時
衆
教
団
に
み
る
制
戒
に
つ
い
て
」（

（
（

に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の

用
字
は
「
脉
」
で
あ
る
。
こ
の
高
野
論
文
冒
頭
で
「
時
衆
に
関
わ
る
制
規
に
つ
い
て
は
『
定
本
時
宗
宗
典
』
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
江
戸
時
代
の
制
戒
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
『
時
衆
研
究
』
三
十
一
・
三
十
五
各
号
に
大
橋
俊
雄
氏
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
補
充
す
る
必
要
が
生
じ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
今
更
で
は
あ
る
が
、
宗
門
教
学
当
局
は
、
速
や
か
に
厳
密
な
校
訂
を
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
本
書
も
史
料
引
用

に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。

索
引
に
は
「
檀
林
」
が
七
箇
所
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
管
見
で
は
、
少
な
く
と
も
更
に
一
六
一
・
一
六
二
頁
の
二
箇
所
追
加
で

き
る
。「
准
檀
林
」
は
文
中
に
複
数
出
る
が
、
立
項
さ
れ
て
い
な
い
）、
殆
ど
が
浄
土
宗
の
檀
林
で
あ
る
。
時
宗
に
関
し
て
は
「
檀
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林
ク
ラ
ス
」
と
の
用
語
も
見
ら
れ
る
が
（
一
三
八
頁
）、
特
に
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
長
谷
川
著
作
に
も
言
え
る

が
、
時
宗
の
「
檀
林
」
は
近
代
以
降
の
用
語
で
あ
り（

（
（

近
世
の
記
述
で
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
十
日
町
来
迎
寺
は
「
准
檀

林
」
と
称
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り（

（
（

、
そ
の
定
義
や
調
査
も
必
要
で
あ
る
。

次
に
、『
大
衆
帳
』
の
更
な
る
分
析
も
課
題
で
あ
る
。
本
書
で
は
詳
細
な
作
表
に
敬
意
を
表
す
る
が
、
例
え
ば
個
々
の
学
僧
履

歴
を
他
の
史
料
と
照
合
す
る
作
業（

（
（

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

近
代
時
宗
の
教
育
に
つ
い
て
は
、「
大
悲
学
校
」
等
の
児
童
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
近
世
の
寺

子
屋
を
淵
源
と
す
る
こ
れ
ら
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
残
る
「
筆
子
塚
」
の
研
究
を
通
し
て
も
考
究
さ
れ
る（

（
（

。

最
後
に
、
本
書
は
遊
行
派
中
心
の
記
述
で
あ
り
、
僅
か
に
一
向
派
に
も
触
れ
て
い
る
が
不
十
分
で
あ
る
。
長
谷
川
著
作
で
は
四

条
派
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
り
、
他
派
の
史
料
発
掘
が
望
ま
れ
る（

（
（

。

そ
の
よ
う
な
僅
か
な
瑕
疵
を
論

あ
げ
つ
ら

っ
た
が
、
版
元
の
惹
句
に
あ
る
通
り
「
類
書
希
少
な
時
宗
教
学
書
」
で
あ
る
。
重
版
し
た
と

も
聞
く
。
未
読
の
方
は
是
非
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

註（
1
）　
『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
二
十
七
号
、
日
本
仏
教
教
育
学
会
、
二
〇
一
九
年
。

（
2
）　

的
場
匠
平
「
近
世
公
家
社
会
に
お
け
る
葬
祭
と
寺
院
」（『
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要
』
八
号
、
二
〇
一
五
年
）
で
中
原
氏
押
小
路
家
の
菩
提
所

霊
山
正
法
寺
と
の
関
係
に
言
及
し
、
同
「
中
近
世
移
行
期
貴
族
層
に
お
け
る
寺
院
・
墓
地
・
檀
家
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
年
報 

三
田
中
世
史
研

究
』
十
九
号
、
二
○
一
二
年
）
で
は
、
山
科
家
の
『
言
継
・
言
経
・
言
緒
卿
記
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
3
）　

拙
稿
「
近
世
・
近
代
に
お
け
る
時
宗
教
団
の
寺
門
教
育
」（『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』
十
号
、
二
〇
〇
二
年
。
但
し
「
鑑
」
が
「
艦
」
と
な
る

等
、
誤
植
が
多
い
。
二
〇
〇
一
年
十
一
月
二
十
四
日
、
当
時
の
武
蔵
野
女
子
大
学
で
行
わ
れ
た
日
本
仏
教
教
育
学
会
第
十
回
大
会
で
の
報
告
を
成

文
化
）。
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（
4
）　
『
藤
沢
市
文
書
館
紀
要
』
五
号
、
一
九
八
二
年
。

（
5
）　
『
時
衆
年
表
』
一
八
九
〇
年
二
月
二
十
日
条
「
兵
庫
真
光
寺
を
檀
林
に
昇
格
せ
し
め
山
形
光
明
寺
を
四
等
寺
に
革
定
す
」。
本
書
も
引
用
の
『
時

宗
令
規
集
』
二
（
時
宗
教
学
研
究
所
［
編
］、
時
宗
宗
務
所
、
二
○
一
三
年
。
一
四
頁
等
）
に
照
ら
す
と
、
他
に
も
「
大
檀
林
補
処
地
一
蓮
寺
」

等
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

（
6
）　

時
宗
教
学
研
究
所
［
編
集
・
発
行
］『
時
宗
寺
院
明
細
帳
』
二
、
二
〇
〇
二
年
。『
来
迎
寺
略
縁
起
』
小
林
賢
有
、
一
九
九
六
年
。

（
7
）　

例
え
ば
、
拙
稿
「〔
史
料
翻
刻
〕
時
宗
七
条
道
場
金
光
寺
旧
蔵
『
御
綸
旨
参
内
控
集
』」（『
社
寺
史
料
研
究
』
五
・
六
号
、
同
会
、
二
〇
〇
三
・

二
〇
〇
四
年
）
等
と
の
照
合
も
可
能
で
あ
る
。

（
8
）　
『
時
衆
年
表
』
一
八
八
八
年
三
月
条
「
真
光
寺
河
野
往
阿
寺
内
に
大
悲
学
校
を
開
創
し
近
隣
の
児
童
を
教
育
す
」。
近
世
で
は
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
［
編
］『
筆
子
塚
資
料
集
成
』（
二
〇
〇
一
年
）
等
も
参
考
に
な
ろ
う
。

（
9
）　

例
え
ば
、
拙
稿
「【
史
料
翻
刻
】
時
宗
四
条
派
本
末
関
係
書
類
」（『
時
衆
文
化
』
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
も
四
条
派
の
史
料
を
発
掘
し
て
い

る
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
、
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
教
諭
）


